
医療機関におけるマスク・面会について
（新型コロナウイルス感染症）

◼ マスクについて、医療機関への受診時や訪問時はマスクの着用が推奨されています。

◼ 医療機関における面会については

面会の重要性と院内感染対策の両方に留意し、患者及び面会者の交流の機会
を可能な範囲で確保するよう各医療機関で検討をお願いします。

⚫ 地域における感染の拡大状況や入院患者の状況等のほか、患者及び面会者の体調
等を総合的に考慮してください。

院内感染対策に留意しつつ面会を実施する流れ

1. 面会者への対応

⚫体調や、直近の発熱患者等との接触歴を確認

⚫必要な場合は、人数や時間に条件を設定

⚫面会者のマスク着用や手指衛生を徹底

2. 面会場所の工夫（右図参照）

⚫大部屋患者の場合はデイルーム等を面会場所とする

⚫患者・面会者ともに常にマスクを装着

⚫常時換気する

3. その他

⚫上記のような対応でも対面面会が困難な場合オンライン面会を実施

⚫新型コロナ患者についても、状況に応じて、可能な範囲で、オンライン面会や、

面会者に個人防護具の着用を指導した上での対面面会等の対応をご検討ください。

（出典）令和４年度院内感染対策講習会④
「新型コロナウイルス感染症に関する特別講習会」
（日本環境感染学会）

（下記QRコードコード参照）

【参照】
① 令和４年度院内感染対策講習会「新型コロナウイルス感染症に関する特別講習会」『２．感染対策』

（HP中段『２．感染拡大防止に関する事項』の中に動画と講義資料のリンクあり） (上記の工夫例は講義スライドp35）
② 事務連絡「医療施設等における感染拡大防止に留意した面会の事例について」

（令和３年11月24日付事務連絡）別添：院内感染対策に留意した面会の事例

① ②



医療機関、薬局、高齢者施設等に行く時は、感染対策を行いましょう

新型コロナウイルスは感染力が強いため

高齢の方や、基礎疾患をお持ちの方を守るためにも

マスクを着用しましょう

・あわてずに、症状や常備薬をチェック

・国が承認したキットを用いてチェック

【陽性だった場合】

症状が軽い場合は、自宅等で療養を開始しましょう

【陰性だった場合】

症状がある場合のマスク着用や、手洗い等の基本的な感染予防対策を継続しましょう

• 重症化リスクの高い方（高齢者、基礎疾患を有する方、妊婦など）や、

症状が重いなど受診を希望される方は、医療機関に連絡しましょう

・新型コロナ抗原定性キット※

・解熱鎮痛薬
かかりつけ薬剤師・薬局にお気軽にご相談ください

※ 国が承認した「体外診断用医薬品」を選んでください

「研究用」は国が承認したものではありません

・電話相談窓口などの連絡先
受診・相談センターなどお住まいの地域の相談窓口、「救急車利用マニュアル」

＃７１１９（救急要請相談）

＃８０００（こども医療相談）など

生活必需品なども用意しておきましょう

（体温計・日持ちする食料など）

市販の解熱鎮痛薬

受診・
相談センター

救急車利用
マニュアル

５月８日以降も感染拡大に備え

体調に異変を感じたら
～自分で検査、すばやく療養、医療機関のかかり方は？～

「新型コロナに感染したかも・・？」と思ったら？

発熱などの体調不良時にそなえて、準備しておきましょう

受診する際に、医療機関に連絡しましょう

医療機関に行く前に


